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写頁鍵術館

早〈も 10万人

入江芸術を鑑賞

今春<1，に開館し化写真実術館ぐ高畑町〕

の入館信が早〈もIOJi人を箇えました

この輿術館，奈良をとよは〈費して宅極

大布陣を2写真に領暗引刊駒絵入江

輔さんかb全作品の輔担げたのをき勺

かけに市が強..商日本初め，風刺門め美術

館としてオ←プンL.1L.t;，

開山人目岬町、bll.i;.s:作

品か切テ ?を決めた企画展を開き 四事術

省りの酬や場前仏像崎山、朝坤

陪を入在芸術で魅力いうiれ.，紹介していま

す.

同館でItlOJ]A<I:>人舗を闘して "月 l

B， <;.うど!o万人自の人鎗賓と紅ーた反則

剛 さ ん ( 醐 町 ) に ，〆ラや入江さんの

.鍵1.氏IU'{，IIりまuヒ.

酬のW 酬 ""λ江整備を巡しむ人時併

"ヲ軍人目句入.，・と

して酬僅から白昼

を・りれた廃園鱒ーーさ

ん1:，::男の・憾〈ゐ

( ~ .) と摩・の亀訟

に，艇でい."ング，.

シ2 のシ， ミム アプ

ローズさんの "市

民 .ゎ..還に事ん

でい奪 した

;
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盆娼祝賀会

末長い幸せ祝って

125カソプノレを招待

トで

市立化祭

多彩なイベン

食器
喜
一

1
1
2T ‘文化の秋'楽しむ

今年も!o月かり""の"月にわた勺て市

の文化僚が開かれ去した.

lQ)]17' 1811に，ずーかり偲例に芯可た司H

R.JlJo:.>7 ~ステ<"'" r世間H 開か

れ図1人もの.，岬酬や演出ど、日ご

ろ線"したZ能の成果を発表しました.

11111 EJI:I:、バリ島のスマララディ飲鱒

図の醐色皇制酌M、E虫た加に日本

時間「耐の仏壮一一ー

トやJ眠術闘など多彰お悔しに多《の市民が

文化の歓ーをヨ駐しみ，した.

閥、。凋1j'~.iIllえりれたご胤をお棋いす

る「金修復賃金」が11)13自に市役所で闘か

れ、 昭和171~ぷ給柵され，ご， ・'"総を招
待し茸し抗.

悦貿会， 鋭働能 rffll"~J で積金側妙、

緩いで ;I;:!lliliG:IJ'):oA企ともに「おめでと

うございま寸」とー綱ー綱に曾績をかけはが

り複酒をついで圃り重した.この後 包ぷう

ι の白 地 刷 と い う 2組のご夫婦が聞

で"ヂo グヶー今に入刀.そして 茶盤

会ι移り さ・'"ど告棄しみむが， ともに

歩んだ5岬 帽叩みしめていI.ll:;，
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市民サービスコーナー ι | 

住民梨の写しなど | 

土曜日も窓口サービス

備保館文化察

官午 さな いぞ差別

展示や発表で訴え

"月間耐祖町の曲川川 -，

"のシテぜ守←ピスザ固 2内に r，11民，ーピ

スヨ←チ-J b<~ープシ'"た.

ここで1:，*ンラ<，の綱.・.. 受信L、

住民.の写し芯どの窓口サーピA 'Hr唱でい

奮す...略JlHl!l"fIから上回"の，.附g

崎bら午後5時 01・健闘 w....w愉"

.，ら》でつ.のよ令 'HIII~ lII: tH;後 一，てい... 
〈劇 臨 時国間L-.IlliJIU 

.桓証明書.区豊陣証明衡司v・痩.....
'外国人盈厳涜証明・，.....抄ぷ 【u・
."鳳《】.ょ6戸..附..tltl)交付

【土"目隠戸扇..抄，..σ，'.の附鋼の

受付Uで..ぜん》

[j]j、p

曹と止盟
F'E 

;
i
ai
E
 

2
1
1
;に
E
R
R

ETE?? 

時四時輔輔のため伽叫肱

取り組もでいる市内...両信館で"月 文化

..聞かれ1・"ヒ.
柑刊刊刊に，-，時め"ご

ろ...胸1>'r.t専のほ.fI'-'牟命令伶晶厳4凶

どいろい叫形で附~tr... 1..1::. <<1:剛

"の綱4医学訟で吸お子どもた包も 滞，.のお

こり。身の回りιあるUろいろは.耐を酬俗

何..， ・5応酬叫凶ありゆる酬

の.，い捌るい社会の突風.均，..，Iftに野え

てい・，，-

りを

奈111工釜フェスティHレ92

伝統工芸発展に使い手の後継者づ く

『。 使い事の・・・づ《りJ~，.-マ巳
削 H 轟師事さん (<<.11)

崎 臨刊使い事会川脚一昨臥

ζれか"の・".臨.制方に割、τ院L

."'l.た作電車》

「伝統岳民に踊る."を終に制.a;j~，.ー

マに 「術品工Zフ aÃ"' ，パル..~が 11JI 

?ロ、 811 <0 2 日岡信らまち令 ，，~ -~..'窓

会緬院側か叫した

納阿"、民・・..  金.脅会長の111.."
さんa折、 fシルタ固-，と日本文化H テー

マ』絡網....いて生活"・"トの

粛..，.，んが 『今、'隆弘キの後舗展2きづ《り」

肝ー吋 『仏匹目聞に伝A<:.'(た

めに11I'JfJ1.だ"で伝《 使い予の後・4骨づ
刊の両..島醐o/;l-"t:o!:，，;t引'>0刷

ぽ"切勉いjと訴えま Lた

8I1I:1J.、集良工..・..，)、金鍾工2
'00入金.~'hわれ作り T 企使い T.それぞ

れの立・か';liI:U工Zを."ι伝えてい〈た

めにどうするぺ・~..t:I~交わされました.
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"会のゆか，‘醜盆別 ・・，附蝕辺助入門'

岳遭 Lで・8固L.， L t.:. fUl:lt白.;o，度後刻
摘が‘崎にu...-~ ，.t:.l:灯時叫

<"'L~UIぃ幽してa瞬時'"両信舎へ
俗村3A.llr陶陶腕・"約内!ζ.0，ら . 

蜘.，"企いうの佳聞いた，ゅいで金問

.; Ilかqた.機体ItHlIJIIII<ことで自分

"，たら…'と.えたJo!:IlU!'，t:ifぺでい.

L 1:. 

.健闘1:.細」たの11<¥'割"ん"..に生

.岬刊、同叩 山 田 崎 う て い

，モという崎3J.U， r闘いに品加鑓
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てい.ι，ヒ.
>T川崎民眼。.んでい暗闘さ

んが、子ども民・5・を'.える・の覚・不足.

柚Lてい.L I:. ~春闘釦 L t.: 4AØうち

s人.でが附.闘...隆盛孝司'"知，たと‘叫、、
.うわ$でしか~.;'l ぃ..... .ニの集会に

.加Lたことで鍵..・.見周iーして 「こ

令いう幽凶吋多〈の人~'.1;Il1:'判手 J I 
とO;}'tlllで盛綱.処つめる ζ との大切さを

aじてい"た.
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